
 

 

 

 

４月８日（火）、１６３名の新入生を迎えて、令和７年度入学式が行われました。保護者の皆様、地域

の皆様、今年度も変わらぬご支援、ご協力をお願いいたします。全校生４４９名でのスタートです。 
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新入生のみなさん、そして、保護者のみなさま、ご入学誠におめでとうございます。皆さんの表情を見

ていると、緊張感と共に、これから始まる新しい生活に胸を膨らませている様子が伝わってきます。新し

い生活を切り拓いていくのは自分自身です。みなさんには、失敗を恐れず何事にも本気で取り組み、互い

に協力し合って、充実した 3年間を送ってほしいと思います。 

入学にあたり、私から新入生のみなさんにお願いしたいことが２つあります。１つ目は「相談する力」を

つけることです。これから生活していくなかでは、一人では解決できない問題や悩みに出会うこともあり

ます。そんなときは絶対に一人で悩まず、家族や友達、先生方に遠慮なく相談してください。相談するこ

とで、すぐに問題が解決しなくても、誰かに話すことで心が軽くなり、解決策が見えてくるかも知れませ

ん。自分の悩みを相談することは勇気のいることです。でも、ため込んでしまうと心が怪我をしてしまい

ます。心の怪我はなかなか治りません。困ったことがあったら、身近な誰かに相談するのは大切な力の一

つです。2 つ目は「センスオブワンダー」を持ち続けるということです。センスオブワンダーとは、「不思議

なことに感動したり、驚いたりする感性」というように訳されています。花を見て、きれいだなと感じた

り、動いている生きものをみて不思議だなと思ったりする気持ちです。初めて体験したことや自分が好き

なことをしているとき「ワクワクするな」と感じること、勉強をしてわからないことがわかって嬉しくなる、

これもセンスオブワンダーといって良いでしょう。この感性を忘れないで欲しいのです。人として大切な

ことです。それを持ち続けられる人は周りに優しくなれます。そして、強くもなれます。 

 さて、保護者の皆様、これから三年間、大切なお子さまを中学校でお預かりし、教職員が協力して、保護

者の皆様としっかりと手を取り合って一人ひとりの成長を支援してまいります。 

この学校は地域の皆様に支えられている学校です。子どもは「家庭の宝、地域の未来」です。子どもた

ちの元気な姿が地域を元気にすると思っております。さらなるご支援・ご鞭撻を賜りますよう、お願いを

申し上げ、式辞といたします。              



新入生代表の言葉より（抜粋）新入生代表 

在校生歓迎のことば（抜粋）生徒会副会長  

  

 

                                ～山形市中駅伝大会～ 

４月１２日（土）に「ネッツえがおフィールド」にて、山形市中学校駅伝競走大会が開催されました。 

男子が１０位、女子が３位という成績

でした。女子については秋に行われる

県中学校駅伝大会への出場権を得ま

した。これは九中の歴史の中で、初の

快挙です。当日応援に来てくれた皆さ

ん、そして壮行式で心のこもったエー

ルを選手に送ってくれた全校生の皆

さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この日を迎えられた喜びと、これから始まる中学校生活への期待に胸を膨らませています。 

小学校で学んだことを土台に今日からは新たな学び舎であるこの第九中学校で、 

勉強はもちろん、生徒会活動や部活動、学校行事に積極的に取組み、さらに深く 

学びを追求し視野を広げていきたいと思います。しかし、これから始まる学校生活 

に不安がないわけではありません。大きな環境の変化や勉強と部活動の両立 

など、悩んでだり、立ち止まったりしてしまうことがあるかもしれません。その時は、 

先生方や先輩方から時には厳しく、時には優しく、良きご助言をいただき、仲間 

と共に励まし合いながら、一歩ずつ前へ進んでいきたいと思います。 

 九中の教育目標である「自主自律・創造・共栄」という言葉を胸に刻み、何事にも挑戦し、努力を積み重

ね、自分の目標に向かって力強く進んでいくことをここに誓います。 

 本校は、今年創立５０周年を迎える、歴史と伝統に彩られた学び舎です。長年にわたり受け継がれてきた

「四つの合い言葉」～あいさつの九中、花に囲まれた九中、合唱の九中、ボランティアの 

九中～は九中の精神を象徴する大切な言葉です。みなさんにぜひこの時期に意識してほし 

いことは「挨拶」です。勇気を出して交わす挨拶には、人と人との距離を縮め、温かなつなが 

りを生み出します。これから三年間を過ごす大切な仲間とぜひ笑顔で挨拶を交わしてくださ 

い。皆さんの成長の場は数多くあります。自ら積極的に行動することで、想像以上に楽しく、 

充実した日々を送ることができるはずです。中学校生活はあっという間に過ぎてしまいます 

その限られた時間の中で、仲間と共に支え合い、励まし合い、笑い合う日々を大切にしてください。 

よくやった、よくやった九中 


